
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中央公民館事業 

 

 

 

 

 

 

日 時 ①１月２７日（金） 

②２月 ８日（水） 

両日とも午前１０時～正午 

     ※都合の良い日をお選びください 

場 所 サルナート研修室 

参 加 費 １，５００円（材料代） 

申込締切 １月１６日（月） 

講 師 菅野 静香さん（寺内） 

そ の 他 ※両日ともに先着１５名限定です 

※毛糸は 5 色の中から選べます。 

申込時に色を伺います。 

※持ち物は何もいりません 

 問合せ・申込先：宮沢地区公民館 ℡22-0433  

宮沢地区公民館だより 
令和５年１月 1 日 

発行：宮沢地区公民館 

電話・FAX22-0433 

（１２／１現在）（前月比） 

男  ８１３人  (-３）  

女  ８０７人 （-５） 

計 １６２０人   (-８）  

世帯数 ５９１世帯（-１） 

吹矢練習会 

・毎週火曜日  13 時 30 分～15 時 30 分 

１/10、１7、２4、31 場所：宮沢地区公民館 

「寅」から「卯」にバトンタッチ

令和５年干支イルミネーション点灯式 

翁塾主催のイルミネーションが、12月 22 日（木）午

後 3 時 30 分、宮沢小 5･6 年生児童 13 名が参加し点灯

式を行ないました。卯の図案を制作した 6 年齊藤凜子

さんは、「優秀賞を取りたいより、宮沢地区を明るくし

たいと思って考えた」と話しました。翁塾が毎年地域づ

くりのため企画しています。 

新春作品展 2/24～26 作品募集！ 
新春作品展を盛り上げてくれる地域の皆さ
んの手作りの作品を募集します。 
絵画・写真・書道・手芸・木工・陶芸・紙
工作・・・。 
手作り作品なら小さなものから大きなもの
までなんでもＯＫです。 

＊作品募集期間＊ 

２月 8日(水)～２月１5 日(水) 

午前９時～午後５時 
・宮沢地区公民館へ持参してください。（作品は

大切に飾らせていただきます。） 

・ご近所の方やご友人の方にもお声がけをよろ

しくお願いします。 

＊作品返却について＊ 

2 月 26 日（日）午後 3時以降、 

公民館に取りに来てください。 

 

毎週木曜日 9 時～14 時 

1/12、19 

場所：宮沢地区公民館 

 新年あけましておめでとうございます。本年も

初心に帰り、区⾧の皆様また地区の皆様のご協力

とご指導を賜りながら、各事業を進めさせて頂き

たいと思います。また宮沢地区の皆様のご健勝と

ご多幸をご祈念申し上げあいさつと致します。 

【宮沢地区区⾧会会⾧ 石山 洋幸】 

 これまで当たり前に振興連絡協議会の地域づくりを進め

てきたが、コロナ禍で活動を中止や制約せざるを得なかっ

た。私たちの健康と生命を守るためである。でも、昨年から

それぞれの役員会で、どうすれば安心してイベントや活動

に参加して頂けるのか話合いを続けてきた結果、事前に開

催の目標設定と具体的感染予防を実践して動き出した。一

つひとつの活動を進めたい。宜しくお願いいたします。 

【宮沢地区振興連絡協議会会⾧ 三浦 義一】 

尾花沢/福原/宮沢/玉野/常盤 5 地区合同開催事業 

 

 

 

 

 

日 時 １月２４日（火）午前１０時～正午 

場 所 福原地区公民館（野黒沢 255 番地） 

参 加 費 無料 

申込締切 １月１６日（月） 

講 師 山形県国際交流員 キム・ギョンハさん 

定 員 １５名 

そ の 他 ※持ち物は何もいりません 

 問合せ・申込先：福原地区公民館 ℡25-2798 

アンニョンハセヨ！  

韓国の慶山(キョンサン)市出身の

キム・ギョンハです！ 

韓国で大流行！ 

極太毛糸でふわもこ

バッグを作ります。 

むずかしいスキルは

いらないので、お気

軽にお申し込みくだ

さい＼(^o^)／ 

 平成 30 年 7 月から宮沢地区のみんなが集う居場所として「おきな茶屋」を月 1 回開催。コロナ禍で 2 年半ぶ

りに令和 4 年 7 月に再開することができました。毎月 30～40 名位の人が集まり、同級会のようにお互いの近況

を語り合い、笑顔あふれ、賑やかなひとときとなります。 

 住み慣れた地域で安心して生活するためには、地域住民のお互いの支え合いが必要です。今後活動する上で、

課題も残されていますが、地域の方々の声に耳を傾け、「お互い様だ、みんなで支え合い、助け合っていくべ」と

言えるような居場所、地域づくりをめざしていきたいと思っています。 

 「また来てな!」「また来るよ!」元気な顔、笑顔に会えることを楽しみにしています。 

                         【ボランティア団体  はなみずき代表 猪股 咲子】 

◆宮沢地区新春を語る会◆ 

令和 5 年 1 月 17 日（火）9:30～正午 宮沢地区公民館 

 12 月 21 日（水）ハナヤ花店軽部美貴子さん

を講師に迎え、フラワーアレンジメント教室が

行われました。軽部さんより「手元の花との出

合いは運命。活かしてあげて下さいね」とアド

バイスをいただきました。出来上がるとそれぞ

れ個性が出ていて、「どれもステキ。」と声が上

がりました。出来上がった作品は、そのまま乾

燥させてふれあい作品展に展示できるそうで

す。皆さんお楽しみにしていてください。 



 

12/13 そば打ち教室 

尾花沢産のそば「最上早生」を石臼で引いた粉は、

手を触れると、指紋のあとがつくほど良質でした。 

講師は、おばね蕎麦打ち愛好会の菅野駿さん、井上

博良さん、古藤拓さん。ポイントは、なんと言っても

最初の水回し。そば粉に水分がなじまないと、後で切

れてしまうのだそう。耳たぶ位の柔らかさがよいと教

えてくれました。でも、そばを綿棒で伸ばしているの

に時間がかかりすぎて乾燥してしまう。包丁と駒板を

使って、生そばが完成。できたそばは持ち帰りました。 

 

🍰 

12/16 ひとり暮らしの方へ、弁当宅配 

例年 1月には宮中で「歌会始め」が催される。そこでの入選は短歌を愛する人なら誰しも憧れる最

高の栄誉である。中島の原田隆さんは農業のかたわら土に生きる歌人として多くの農村生活のうたを

発表していますが、この入選は本市初の快挙であり宮沢の誇りなので、以前の佳作作品と共に紹介し

たい。 
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成
二
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年
惜
し
ま
れ
な
が
ら
83
歳
で
逝
か
れ
た
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 11/30 区⾧･防犯･公民館協議会の研修会（三川町）                  

「ばあちゃんは、いつも１階の奥に寝ている」。これは、大

地震が発生して家屋が倒壊した時、近所の女性からの一言

だった。そこで、重機で柱を持ち上げたところ、助かった。

山形県防災学習館（三川町）に入ってすぐ大画面に映し出

されたこの映像の記録を見た。大地震の恐ろしさを再認識

するとともに、消防団長の「防災は、近所付合いが一番大

切で、命を守ることになる」。昨年６月２７日には、大雨、

土砂災害警報の発令で、災害の恐れがあるとして市野々公

民館に数名が安全を確保するため一時避難する事案があ

った事を思い出した。岩谷沢と市野々集落の区長はじめ支

援者が、声がけを行い安全に避難した。防災学習館では、

参加者 13 名が、地震や応急手当、水消火器、煙避難体験

を通じて、自助、共助、公助を学習した。 

心温まる 

メッセージをそえて 

冬の体験教室かわいい PP バンドバック 

 🔶日  時･･･１月２５日（水）・２６日（木） 🔶定  員･･･１０名 

        午前９時～１２時（両日とも）  🔶申込締切･･･１月１７日（火）まで 

🔶場  所･･･宮沢地区公民館            🔶申 込 先･･･宮沢地区公民館 

🔶講  師･･･粟生のお母さん方               ℡２２－０４３３ 

🔶参 加 費･･･５００円 

文
庫
費
に
わ
ら
び
を
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る
と
学
童
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